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公務員の印象に関連する設問は、好意的な見方の回答が増加

公務員倫理に関する市民及び有識者モニターへの
アンケート調査（平成26年度）の結果について

国家公務員倫理審査会事務局 首席参事官 奥村 穣
倫理企画官 幸田 将寿
電話 03(3581)5344(直通)
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平成２７年２月１８日
国家公務員倫理審査会

調査結果のポイント

市民アンケート

倫理感が高い 倫理感が高いが
一部の者は低い

どちらとも
いえない

倫理感が低い
倫理感が低いが
一部の者は高い

分からない

有識者モニターアンケート

よく知っていた ある程度知っていた

全く知らなかったあまり知らなかった

2.9% 51.2% 22.9% 13.1%

4.2% 5.7%

今回調査
(平成26年度)

1.8% 44.0% 25.0% 17.4%

6.2% 5.6%

前回調査
(平成25年度)

11.7% 71.9% 11.2%

4.1% 0.5% 0.5%

今回調査
(平成26年度)

5.1% 73.2% 13.6%

5.6% 1.5% 1.0%

前回調査
(平成25年度)

市民アンケート

1.5% 45.5%25.7% 27.3%今回調査
(平成26年度)

2.0% 43.8%29.2% 25.0%前回調査
(平成25年度)

有識者モニターアンケート

11.8% 18.5%68.2% 1.5%今回調査
(平成26年度)

16.7% 12.1%68.7% 2.5%前回調査
(平成25年度)

公務員の倫理感について
の印象は、好意的な見方が、
市 民 で8.3ポイント、
有識者で5.3ポイント上昇
(右図及び別添資料１･８頁参照)

このほか、
公務員への期待度の上昇
(別添資料２頁参照)、
現行の倫理規制は厳しめ
とする意見の増加
(別添資料４・11頁参照)

などがみられる

倫理法などの認知度は低下

倫理法の認知度について、
知っている旨の回答が、
市 民 で4.0ポイント、
有識者で5.4ポイント低下
(右図及び別添資料３･10頁参照)

このほか、
倫理審査会の認知度の低下
(別添資料５頁参照)、
「公務員倫理ホットライン」
の認知度の低下
(別添資料６・13頁参照)

などがみられる

※ 調査概要及び結果の詳細は、別添のとおり。

好意的な見方が増加

知っている旨の回答が減少
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